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岡山実験動物研究会30年のあゆみ




Faculty of Agriculture， Okayama University， 
Honorary member in Okayama Association for Laboratoty Animal Science 
Summary 
In Japan， there are 11 associations for laboratory animal science， and they have expanded their 
ac凶vitiesin original ways. Our organization was established as the fourth a自白∞iationfor laboratory 
anijnal science in Japan on December 7， 1982， with aims to contribute to the development of research and 
adviB-ncement of science in the region by discussing and sharing knowledge and information among pωple 
in~rested in experimental animals and animal testing， beyond the boundaries of research町 e錨.Regular 
conferences are held twice a year， and a total of 64 meetings and 2 sp田iallecture meetings have been 
heltl over the past 30 years. In the conference， excellent talks that are eligible for the memorial conference 
anq unique project were held. 1b date， a total of 29 proceedings (Vol.I-29) of the association have been 
pu~lished， and a table of contents has been translated into English and printed on the back of the 
pr即 eeding白金omVo1.19 (published in 2002). Research papers published in the proceedings have 
pul:licized through registration in the Okayama University Academic Resource Repository， Japan 
Mejlical Abstracts S∞iety， and Japan Science and Technology Agency. The website of our ass∞iation was 










東海実験動物研究会 1965 (昭和40)年 8月
静岡実験動物研究会 1971 (昭和46)年 10月
信州実験動物研究会 1981 (昭和56)年 8月
岡山実験動物研究会 1982 (昭和5η年 12月
関西実験動物研究会 1984 (昭和59)年 3月
九州実験動物研究会 1984 (昭和59)年 6月
琉球実験動物研究会 1984 (昭和59)年
東北動物実験研究会 1992(平成 5)年 4月
筑漉実験動物研究会 1993 (平成 5)年 5月
北陸実験動物研究会 1996(平成 8)年 3月




















































員、在任期間:1982 (昭和 57)年 12月-1990(平成 2)
年 12月)、 2代目の田坂賢二氏(岡山大名誉教授・本
会名誉会員、在任期間:1992 (平成 3)年 1月~
1992(平成4)年 12月)、 3代目の栗本雅司氏(前岡林
原常務取締役・本会名誉会員、在任期間:1993 (平成
5)年 1月-1996(平成8)年 12月)、 4代目の佐藤勝紀
(岡山大名誉教授・本会名誉会員、在任期間:1997 (平





























1 1982. 12. 7 郵便貯金会館 創立総会、特別 1
2 1983. 4.30岡大・農会則審議・承器、特別2
3 1 9.30 重井医学研究所映画上映、特別1
4 1 12. 3 林原生物化学研究所特別2、見学
5 1984. 5. 19 岡大 ・歯 特別2
6 1 12. 8 岡大・医 特別 l、シンポジウム
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7 1985. 4.27 岡大・薬 一般7
8 1/ 9.28 川崎医大 一般4、交見会2
1 11. 5 岡大・農[臨時特別講演会]特別 1
91112.14 ノートルダム消心女大 一般5
10 1986. 5. 10 岡大・農 一般4、シンポジウム
1 1 9.13 重井医学研究所 話題2、特別 1
12 1 12. 6 林原生物化学研究所特別 1、一般3
131987. 3.30 岡大・医 フォーラム
14 1 9. 5 岡大 ・薬 一般7
15 1 12. 5 郵便貯金会館 特別2
161988. 5.28 岡大 ・文 特別 1、一般3
17 1 12.10 岡大・歯 特別2
18 1989. 12. 2 まきび会館 特別3
19 1990. 6.30 岡大・農 一般6
20 1 12. 1 まきび会館 特別3
21 1991. 7.12 林原生物化学研究所 特別2、
吉備製薬工場 一般2、工場見学
22 1 11. 30 まきび会館 特別3
23 1992. 6.20 県総畜センター 特別2、見学
24 1 12. 4 まきび会館 特別3
25 1993. 6. 18 重弁医学研究所 一般3、特別 1
26 1 12. 17 まきび会館 招待1、記念2
271994. 6.25 岡大・教育 一般3、特別 1
28 1 12. 2 メルバルク 特別2、招待 1
29 1995. 7. 1 J-~~?'A清心女大 一般3、特別 1
30 1 12. 1 メルバルク (30回記念) 特別4
31 1996. 6.29 川崎医大 一般4、特別 1
32 " 1.29 ルネスサンス岡山 特別3
1997 3. 6 岡大・農[特別講演会] 特別 1
33 1 7.12 岡大・農 一般4、特別 1
34 1/ 11. 28 (創立 15周年記念大会)
メルバルク 特別2、記念 1
35 1998. 7. 18 岡大・薬 一般4、特別 1、見学
36 1 11. 27 国際交流センター 特別2、記念 1
37 1999. 5.26 岡大・医 一般2、特別2
38 1 11. 24 メルバルク 特別2、招待 1
39 2000. 7. 8 岡大・文 一般3、特別 1
40 1 12. 8 メルバルク (40回記念)
特別2、記念 1
41 2001. 6.22 林原生物化学研究所 一般4、
特別 1
42 1/ 11. 30 まきび会館 賛助1、特別2
432002. 6. 7重弁医学研究所 一般3、賛助 l、
特別 1
44 1 11. 29 (創立20周年記念大会)
メルバルク 賛助2、特glJ1、記念 1
45 2003. 6. 13 岡大オープンラボ 賛助1、一般3、
特別 1、見学
46 1 12. 2 ピュアリティまきび 賛助 l、特別2、
招待1
472004. 7. 1 川崎医大 賛助 l、一般3、特別 1
48 1 12. 1 ピュnティまきび 一般4、特別 1、
招待1
49 2005. 6. 29 岡山理大 一般3、特別l、招待 1
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50 1 12. 2 ピュ19ティまきび 招待l、記念 1
51 2006. 6. 23 J- ~ /ltr A滑心女大 賛助1、一般4、
特別 1
52 1 12. 8 ピュアリティまきび 特別2、記念 1
532007. 6.22 岡大記念館 一般3、教育1、
特別 1
54 1 11.30 ピュ19ティまきび 特別 3
55 2008. 6. 27 環太平洋大 特別3、シンポジウム
56 1 11. 21 ピュ19ティまきび 特別2、記念 1
57 2009. 7. 10 岡大 ・工 一般5、特別 1
58 1 11.27 ピュアリティまきび 特別 2、記念 1
59 2010. 7. 2 岡大・理 一般2、特別3
60 1 11. 26 ピュ19ティまきび 賛助 l、特別3
612011. 7. 1 岡山理大 一般1、賛助 1、特別2
6~ 1 11.25 ピュアリティまきび 賛助 1、特別2
63 2012. 6. 13 岡大 ・教育 一般6、特別2
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本会の HPは嶋村理事の努力で 2007(平成 19)年に
新設され、研究会の案内や講演要旨、研究会報の掲
載内容、本会の概要など容易に閲覧できるようにな
っτいる。町:http://okayamaexpanism.sharepoint. 
c叫/Pages/default.aspx
30年という長い間、岡山実験動物研究会の活動を
ご指導、ご支援いただきました名誉会員、正会員、
賛助会員並びに記念講演・招待講演・特別講演の講
師の先生方、一般講演をされた会員、学生諸君、さ
らには研究会報にご寄稿いただいた講師の先生方、
会員の皆様、本会に関わっていただいた全ての方に
心から感謝とお礼を申し上げます。
本会は実験動物及び動物実験についての知識の交
流を図り、これら関連領域の進展に寄与することを
目的に、今後も活動を行って行く所存です。引き続
き、本会の活動をご指導、ご支援賜りますよう何卒
よろしくお願い致します。皆様の益々の御活躍と御
健勝をお祈り致します。
